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水田天満宮の史跡を訪ねて  宮司 宮原 恭盛 

水田天満宮ご本殿正面の右（東側）には石造・青銅のご神牛が奉納されています。天神様のお仕え

牛として、参拝者は手で撫でてご利益を授かります。 
ご神牛の縁起ですが、ご祭神の菅原道真公は京都から太宰府に左遷され、わずか２年間の滞在で、

延喜３年（９０３年）２月２５日に５９才で亡くなりました。当時の道真公は胃腸が弱く栄養失調で、

脚気・皮膚病に悩まされた過酷な生活でした。道真公にお仕えしていた味酒安行は、道真公のご遺体 
を牛車に乗せて埋葬地に行く途中に牛が座り込んで動かず、

その地に埋葬したのが現在の太宰府天満宮です。 
その牛を「臥牛」と言い、天神様のお仕え牛として全国天満

宮一万三千社余りに祀られています。臥牛ですので立った牛

は一頭もいません。石造臥牛は天保９年（１８３８年）の銘、

第１２代徳川家慶の時代で奉納者は風化の為不詳。青銅の臥

牛は昭和６０年１１月に現ロームアポロ会長・牧野内繁雄氏

が丑年生れ記念でご奉納されました。来年はご縁の丑年です。 

ふれあい感謝祭      公民館活動部会 顧問 平 勝子 

水田コミュニティ協議会では、公民館活動の一環として、小学生の子ども達の安全・安心のために、

ボランティアさんによる登下校の見守り等を行なってます。 

 1 月 31 日（金）その活動に対し、1 年生の皆さんが感謝の気持ちを伝えるための「ふれあい感謝祭」

がありました。まず、大きな声で「雨の日も、寒い日も見守って下さってありがとう」とお礼のことば

の呼びかけの後、歌を唄ったり、踊ったり、とても元気で楽しい発表でした。 その後、竹馬、コマ回 

し、あや取り、お手玉、おはじき、けん玉、折紙等の「昔の遊び」を児童と参加者がい一緒に遊んで交

流し、子ども達は一生懸命、又地域の方達は、しばし童心にかえって 

楽しい時間を過ごしました。 

 お別れには、感謝のことばを書いた手作りの壁かけをいただきまし

た。一年生の皆さんありがとう。 

終了後、水田コミュニティセンターに移動し、人権研修を受講後、日

頃の活動状況等について情報交換し、親睦を深めました。 

ボランティアの皆さん、これからも活動よろしくお願いします。 

コミュニティバスのネーミングは『 』 

校区の皆さん、いよいよコミュニティバス『水田っ子号』が令和 2 年度から運行を開始いたします。 

それに伴い大勢のバス利用者と、運転手さんが 3 名必要になります。また、バスの運行には沢山の資

金が必要ですが、今の所まだまだ計画通りとは言えません。バスを市から借り受けた以上は、私達「走ら

せる会」の寄付金のみで運行できるように頑張って行きたいと考えております。ぜひ校区民の皆さんの

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

水田校区コミュニティバス走らせる会 会長 大津 庄市 


